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(57)【要約】
【課題】直列接続された複数の光源において故障光源が
存在する場合でも、光源の発光を維持させつつ、当該故
障光源が存在する旨を通知する。
【解決手段】直列接続されているｎ個の光源１１に対応
づけて設けられる故障時駆動部１２０を備える。故障時
駆動部１２０は、故障光源が存在する場合、ｎ個の光源
のうち当該故障光源以外の光源である正常光源の発光を
維持させるように構成される。通知部５０は、故障光源
が存在する場合、当該故障光源が存在する旨を通知する
ための通知処理を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像表示装置であって、
　映像を表示するために使用される光を射出する光源部を備え、
　前記光源部は、電流が供給されることにより発光するｎ（２以上の整数）個の光源から
構成され、
　前記ｎ個の光源は、直列接続されており、
　前記映像表示装置は、さらに、
　　前記ｎ個の光源において故障光源が存在するか否かを判定する故障判定部と、
　　前記ｎ個の光源に対応づけて設けられる故障時駆動部とを備え、
　前記故障時駆動部は、前記故障光源が存在する場合、前記ｎ個の光源のうち当該故障光
源以外の光源である正常光源の発光を維持させるように構成され、
　前記映像表示装置は、さらに、
　　前記故障光源が存在する場合、当該故障光源が存在する旨を通知するための通知処理
を行う通知部を備える
　映像表示装置。
【請求項２】
　前記故障時駆動部は、ｋ（２以上の整数）個のバイパス回路を含み、
　前記ｋの値は前記ｎの値と同じであり、
　前記ｋ個のバイパス回路は、それぞれ、前記ｎ個の光源に対して並列接続される
　請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項３】
　前記故障時駆動部は、ｋ（２以上の整数）個のバイパス回路を含み、
　前記ｋの値は前記ｎの値より小さく、
　各前記バイパス回路は、前記ｎ個の光源のうち、直列接続された、異なるｕ（２≦ｕ＜
ｎを満たす整数）個の光源に対して並列接続される
　請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項４】
　前記映像表示装置は、さらに、
　　前記ｎ個の光源のうちの少なくとも１つの光源を発光させるための電流である駆動電
流を、当該ｎ個の光源のうち１番目の光源へ供給するための電圧である駆動電圧を発生さ
せる電圧制御部を備え、
　各前記バイパス回路の状態が、当該バイパス回路に前記駆動電流を流すことが可能な導
通状態、および、当該バイパス回路に前記駆動電流を流すことが不可能な非導通状態のい
ずれかになるように、当該バイパス回路は構成され、
　前記ｎ個の光源の各々が前記正常光源である場合、前記各バイパス回路の状態は、前記
非導通状態になり、
　前記ｎ個の光源において、開放故障した前記故障光源である開放故障光源が存在する場
合、当該開放故障光源に対して並列接続される前記バイパス回路の状態は、前記導通状態
になる
　請求項２または３に記載の映像表示装置。
【請求項５】
　前記開放故障光源が存在する場合、前記電圧制御部は、前記導通状態の前記バイパス回
路の順方向電圧を、当該バイパス回路に対応づけて設けられる前記光源が仮に前記正常光
源である状態における当該正常光源の順方向電圧より大きくするための駆動電圧を発生さ
せる
　請求項４に記載の映像表示装置。
【請求項６】
　前記故障判定部は、前記ｎ個の光源の各々が前記正常光源である状態において発生して
いる前記駆動電圧である正常状態電圧を使用して、前記故障光源が存在するか否かを判定
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する機能を有し、
　前記故障判定部は、前記故障光源が存在している状態において発生している前記駆動電
圧の値が、前記正常状態電圧の値に、前記開放故障光源が存在すると判定するための第１
閾値を加算した値以上である場合、前記開放故障光源が存在すると判定する
　請求項４または５に記載の映像表示装置。
【請求項７】
　前記故障判定部は、前記ｎ個の光源の各々が前記正常光源である状態において発生して
いる前記駆動電圧である正常状態電圧を使用して、前記故障光源が存在するか否かを判定
する機能を有し、
　前記故障判定部は、前記故障光源が存在している状態において発生している前記駆動電
圧の値が、前記正常状態電圧の値に、短絡故障した前記故障光源である短絡故障光源が存
在すると判定するための第２閾値を加算した値以下である場合、前記短絡故障光源が存在
すると判定する
　請求項４から６のいずれか１項に記載の映像表示装置。
【請求項８】
　前記故障判定部は、外部機器と通信可能であり、
　前記故障光源が存在する場合、前記故障判定部は、当該故障光源が存在する旨を前記外
部機器に通知するための外部通知処理を行う
　請求項１から７のいずれか１項に記載の映像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直列接続された複数の光源を備える映像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　環境汚染物質の削減、低消費電力化等の観点から、液晶表示装置等の映像表示装置に使
用されるバックライトの光源として、従来の冷陰極管の代わりに発光ダイオード（ＬＥＤ
（Light Emitting Diode））が使用されてきている。ＬＥＤは、冷陰極管よりも発光効率
が優れている。
【０００３】
　また、映像表示装置のバックライトは、映像の表示エリアに対し、均一な輝度の光を射
出することが要求される。当該バックライトには、一般的に、直列接続された複数のＬＥ
Ｄが設けられる。これにより、当該複数のＬＥＤが効率よく駆動される。
【０００４】
　直列接続された複数のＬＥＤが使用される場合、当該複数のＬＥＤのいずれかが開放故
障した場合、当該複数のＬＥＤが消灯するという不具合が生じる。当該複数のＬＥＤが消
灯した場合、映像表示装置は映像を表示できない。
【０００５】
　上記の不具合を解決するために、特許文献１では、直列接続された複数のＬＥＤに関す
る技術（以下、「関連技術Ａ」ともいう）が開示されている。具体的には、関連技術Ａで
は、点灯装置に含まれる複数のＬＥＤにおいて、開放状態のＬＥＤが存在する場合でも、
当該点灯装置が光を射出可能とするように構成された保護回路が設けられる。関連技術Ａ
の点灯装置は、例えば、ディスプレイ（映像表示装置）のバックライトとして使用される
ことが想定されている。
【０００６】
　以下においては、故障した、発光不能な光源を、「故障光源」ともいう。また、以下に
おいては、故障しておらず、かつ、正常に発光可能な光源を、「正常光源」ともいう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
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【特許文献１】特許第４９５２２９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　直列接続された複数の光源を用いたバックライトにおいて、故障光源が存在した状態で
、当該バックライトを駆動させ続けた場合、正常光源に過剰な負荷がかかり、当該バック
ライトが故障する可能性がある。
【０００９】
　そこで、故障光源が存在する場合、当該故障光源が存在する旨が通知できる構成が要求
される。関連技術Ａでは、当該要求を満たすことはできない。
【００１０】
　本発明は、このような問題を解決するためになされたものであり、直列接続された複数
の光源において故障光源が存在する場合でも、光源の発光を維持させつつ、当該故障光源
が存在する旨を通知することが可能な映像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る映像表示装置は、映像を表示するた
めに使用される光を射出する光源部を備え、前記光源部は、電流が供給されることにより
発光するｎ（２以上の整数）個の光源から構成され、前記ｎ個の光源は、直列接続されて
おり、前記映像表示装置は、さらに、前記ｎ個の光源において故障光源が存在するか否か
を判定する故障判定部と、前記ｎ個の光源に対応づけて設けられる故障時駆動部とを備え
、前記故障時駆動部は、前記故障光源が存在する場合、前記ｎ個の光源のうち当該故障光
源以外の光源である正常光源の発光を維持させるように構成され、前記映像表示装置は、
さらに、前記故障光源が存在する場合、当該故障光源が存在する旨を通知するための通知
処理を行う通知部を備える。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、映像表示装置は、直列接続されている前記ｎ個の光源に対応づけて設
けられる故障時駆動部を備える。前記故障時駆動部は、前記故障光源が存在する場合、前
記ｎ個の光源のうち当該故障光源以外の光源である正常光源の発光を維持させるように構
成される。通知部は、前記故障光源が存在する場合、当該故障光源が存在する旨を通知す
るための通知処理を行う。
【００１３】
　これにより、直列接続された複数の光源において故障光源が存在する場合でも、光源の
発光を維持させつつ、当該故障光源が存在する旨を通知することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態１に係る映像表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る映像表示装置が行う故障対応処理のフローチャート
である。
【図３】本発明の実施の形態１の変形例１に係る変形構成Ａを説明するための図である。
【図４】特徴的な機能構成を示す映像表示装置のブロック図である。
【図５】映像表示装置のハードウェア構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の図面では、同
一の各構成要素には同一の符号を付してある。同一の符号が付されている各構成要素の名
称および機能は同じである。したがって、同一の符号が付されている各構成要素の一部に
ついての詳細な説明を省略する場合がある。
【００１６】
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　＜実施の形態１＞
　図１は、本発明の実施の形態１に係る映像表示装置１０００の構成を示すブロック図で
ある。なお、図１には、説明のために、映像表示装置１０００に含まれない外部機器５０
０が示される。外部機器５００は、例えば、ディスプレイ（図示せず）が接続されたＰＣ
（Personal Computer）である。映像表示装置１０００は、映像を表示する装置である。
映像表示装置１０００は、例えば、液晶を使用して動作する液晶表示装置である。
【００１７】
　図１を参照して、映像表示装置１０００は、バックライト１００と、制御部２０と、ネ
ットワークインターフェース３０と、メモリ４０と、通知部５０と、映像表示部（図示せ
ず）とを備える。当該映像表示部は、映像を表示するためのモジュールである。当該映像
表示部は、例えば、液晶表示パネルである。
【００１８】
　バックライト１００は、映像を表示するために使用される光Ｌｔを射出する。映像表示
装置１０００の映像表示部（図示せず）は、バックライト１００が射出する光Ｌｔを使用
して映像を表示する。
【００１９】
　バックライト１００は、光源部１１０と、故障時駆動部１２０と、電圧検出部１３０と
、電圧制御部１４０とを含む。
【００２０】
　光源部１１０は、前述の光Ｌｔを射出する。光源部１１０は、光源１１－１から１１－
ｎ（２以上の整数）を含む。光源１１－１から１１－ｎの各々は、光を射出する光源であ
る。以下においては、光源１１－１から１１－ｎの各々を、単に、「光源１１」ともいう
。すなわち、光源部１１０は、ｎ（２以上の整数）個の光源１１から構成される。
【００２１】
　光源１１は、ＬＥＤである。この場合、光源１１は、アノード端子およびカソード端子
という２つの端子を有する。また、光源１１は、電流が供給されることにより発光する。
ｎ個の光源１１は、電気的に直列接続されている。ｎ個の光源１１の各々は、同一の構成
および同一の特性を有する。なお、光源１１は、ＬＥＤに限定されず、例えば、レーザで
あってもよい。
【００２２】
　ｎ個の光源１１を構成する光源部１１０の一端は、ノードＮｄａに接続される。光源部
１１０の他端は、ノードＮｄｂに接続される。具体的には、ｎ個の光源１１のうちの光源
１１－１のアノード端子は、ノードＮｄａに接続される。ｎ個の光源１１のうちの光源１
１－ｎのカソード端子は、ノードＮｄｂに接続される。
【００２３】
　なお、光源１１の偶発的な故障形態には、短絡故障および開放故障が存在する。短絡故
障とは、光源１１が有する２つの端子が短絡した故障である。開放故障とは、光源１１が
有する２つの端子が開放状態になった故障である。
【００２４】
　以下においては、光源部１１０に含まれる、故障した、発光不能な光源１１を、「故障
光源」ともいう。故障光源は、短絡故障した光源１１または開放故障した光源１１である
。以下においては、短絡故障した光源１１を、「短絡故障光源」ともいう。また、以下に
おいては、開放故障した光源１１を、「開放故障光源」ともいう。また、以下においては
、故障しておらず、かつ、正常に発光可能な光源１１を、「正常光源」ともいう。故障光
源が存在する場合、正常光源は、光源部１１０に含まれるｎ個の光源のうち故障光源以外
の光源である。
【００２５】
　故障時駆動部１２０は、ｎ個の光源１１において故障光源が存在する場合、ｎ個の光源
のうち当該故障光源以外の光源１１（正常光源）の発光を維持させるように構成される。
【００２６】
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　故障時駆動部１２０は、ｎ個の光源１１に対応づけて設けられる。具体的には、故障時
駆動部１２０は、バイパス回路１２－１から１２－ｋ（２以上の整数）を含む。以下にお
いては、バイパス回路１２－１から１２－ｋの各々を、単に、「バイパス回路１２」とも
いう。すなわち、故障時駆動部１２０は、ｋ（２以上の整数）個のバイパス回路を含む。
【００２７】
　なお、本実施の形態では、一例として、ｋの値はｎの値と同じである。すなわち、本実
施の形態の映像表示装置１０００において、光源１１の数と、バイパス回路１２の数は同
じである。ｋ個のバイパス回路１２は、それぞれ、ｎ個の光源１１に対して、電気的に並
列接続される。
【００２８】
　なお、バイパス回路１２、電圧検出部１３０、電圧制御部１４０については後述する。
【００２９】
　制御部２０は、映像表示装置１０００に含まれる各構成要素に対する制御、演算処理等
を行う機能を有する。制御部２０は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）であ
る。なお、制御部２０は、詳細は後述するが、開放故障光源または短絡故障光源である故
障光源が存在するか否かを判定する機能を有する。
【００３０】
　ネットワークインターフェース３０は、外部機器５００と通信する機能を有するインタ
ーフェースである。ネットワークインターフェース３０は、例えば、インターネット等の
ネットワークを介して、外部機器５００と通信する。また、ネットワークインターフェー
ス３０は、制御部２０に接続される。そのため、制御部２０は、ネットワークインターフ
ェース３０を介して、外部機器５００と通信可能である。
【００３１】
　外部機器５００は、一例として、映像表示装置１０００が設置されている場所から非常
に離れた場所（遠隔地）に設置されている。なお、外部機器５００が設置される場所は、
上記の場所に限定されず、例えば、映像表示装置１０００の近傍であってもよい。
【００３２】
　メモリ４０は、データ等を記憶する。メモリ４０は、例えば、ＮＶＲＡＭ（Non-Volati
le RAM）等の不揮発性のメモリである。そのため、メモリ４０は、映像表示装置１０００
の電源がオフである状態においても、各種データ等を記憶することが可能である。制御部
２０は、メモリ４０に対しアクセス自在なように構成される。
【００３３】
　制御部２０は、通知部５０を制御する。通知部５０は、制御部２０の制御に従って、映
像表示装置１０００の動作状態を通知するための処理を行う。具体的には、通知部５０は
、例えば、故障光源が存在する旨を通知するための処理を行う。通知部５０は、例えば、
色光を射出可能な光源で構成される。当該色光は、例えば、緑色光である。
【００３４】
　次に、バイパス回路１２、電圧検出部１３０、電圧制御部１４０について詳細に説明す
る。
【００３５】
　電圧制御部１４０は、ノードＮｄａを介して、制御部２０と電気的に接続される。電圧
制御部１４０は、駆動電圧ＶＬを発生させる。駆動電圧ＶＬは、アナログ電圧である。駆
動電圧ＶＬは、ノードＮｄａに供給される。以下においては、ノードＮｄａに駆動電圧Ｖ
Ｌが供給されることにより、光源１１－１へ供給される電流を、「駆動電流Ｉｆ」ともい
う。駆動電圧ＶＬは、駆動電流Ｉｆを、ｎ個の光源１１のうち１番目の光源１１（光源１
１－１）へ供給するための電圧である。駆動電流Ｉｆは、ｎ個の光源１１のうちの少なく
とも１つの光源１１を発光させるための電流である。
【００３６】
　ｋ個のバイパス回路１２の各々は、同一の構成および同一の特性を有する。前述したよ
うに、ｋ個のバイパス回路１２は、それぞれ、ｎ個の光源１１に対して、電気的に並列接



(7) JP 2017-123241 A 2017.7.13

10

20

30

40

50

続される。例えば、バイパス回路１２－１は、光源１１－１に対して、電気的に並列接続
される。ｋ個のバイパス回路１２の各々は、スイッチＳｗと、抵抗Ｒａ，Ｒｂとを含む。
【００３７】
　スイッチＳｗは、例えば、ＮＰＮ型のバイポーラトランジスタである。抵抗Ｒａは、ス
イッチＳｗのコレクタ－ベース間に設けられる。抵抗Ｒｂは、スイッチＳｗのベース－エ
ミッタ間に設けられる。なお、抵抗Ｒａの抵抗値は、抵抗Ｒｂの抵抗値より大きい。
【００３８】
　以下においては、抵抗Ｒａ，Ｒｂの各々に流れる電流を、「抵抗電流」ともいう。また
、以下においては、ｎ個の光源１１の各々が正常光源である状態を、「正常状態Ｓｔｎ」
ともいう。また、以下においては、正常状態Ｓｔｎにおいてｎ個の光源１１の各々に流れ
る駆動電流Ｉｆを、「正常時電流Ｉｆｎ」または「Ｉｆｎ」ともいう。
【００３９】
　抵抗電流が正常時電流より十分に小さくなるように、抵抗Ｒａ，Ｒｂの各々の抵抗値は
設定される。抵抗電流が、例えば、正常時電流Ｉｆｎの１／１０倍から１／１００倍の範
囲の電流となるように、抵抗Ｒａ，Ｒｂの各々の抵抗値は設定される。
【００４０】
　以下においては、光源１１に駆動電流Ｉｆが流れることにより、当該光源１１が有する
２つの端子間に発生する電圧を、「順方向電圧ＶＦ」ともいう。また、以下においては、
光源１１が正常光源である状態における当該正常光源の順方向電圧ＶＦを、「順方向電圧
ＶＦｎ」または「ＶＦｎ」ともいう。
【００４１】
　また、以下においては、バイパス回路１２に含まれるスイッチＳｗにおける、ベース－
エミッタ間の電圧を、「電圧ＶＢＥ」または「ＶＢＥ」ともいう。また、以下においては
、バイパス回路１２に含まれるスイッチＳｗにおける、コレクタ－エミッタ間の電圧を、
「電圧ＶＣＥ」または「ＶＣＥ」ともいう。電圧ＶＣＥは、バイパス回路１２の順方向電
圧である。
【００４２】
　以下においては、バイパス回路１２に対して並列接続された光源１１が開放故障光源で
ある状態を、「開放故障存在状態」ともいう。
【００４３】
　開放故障存在状態において、バイパス回路１２に含まれるスイッチＳｗに印加される電
圧ＶＣＥが順方向電圧ＶＦｎより上昇した場合、当該スイッチＳｗの状態が後述の導通状
態になるように、当該バイパス回路１２に含まれる抵抗Ｒａ，Ｒｂの抵抗値は設定される
。
【００４４】
　具体的には、開放故障存在状態において、当該スイッチＳｗに印加される電圧ＶＣＥが
順方向電圧ＶＦｎより上昇した場合、当該抵抗Ｒａ，Ｒｂにより、当該抵抗Ｒｂに発生す
る電圧が、当該スイッチＳｗの電圧ＶＢＥと等しくなるように、当該抵抗Ｒａ，Ｒｂの抵
抗値は設定される。なお、当該抵抗Ｒｂに発生する電圧が、当該スイッチＳｗの電圧ＶＢ
Ｅと等しくなった場合、当該スイッチＳｗの状態は、後述の導通状態になる。
【００４５】
　また、開放故障存在状態において、バイパス回路１２に含まれる抵抗Ｒａ，Ｒｂにより
、バイパス回路１２の順方向電圧が、順方向電圧ＶＦｎより大きくなるように、当該抵抗
Ｒａ，Ｒｂの抵抗値は設定される。
【００４６】
　以下においては、スイッチＳｗに電流Ｉｆを流すことが可能である、当該スイッチＳｗ
の状態を、「導通状態」ともいう。導通状態のスイッチＳｗでは、コレクタからエミッタ
に向けて電流Ｉｆを流すことが可能である。また、導通状態は、バイパス回路１２に駆動
電流Ｉｆを流すことが可能な、当該バイパス回路１２の状態でもある。
【００４７】
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　また、以下においては、スイッチＳｗに電流Ｉｆを流すことが不可能である、当該スイ
ッチＳｗの状態を、「非導通状態」または「カットオフ状態」ともいう。非導通状態のス
イッチＳｗでは、コレクタからエミッタに向けて電流Ｉｆを流すことが不可能である。非
導通状態は、バイパス回路１２に駆動電流Ｉｆを流すことが不可能な、当該バイパス回路
１２の状態でもある。
【００４８】
　すなわち、各バイパス回路１２の状態が、導通状態および非導通状態のいずれかになる
ように、当該バイパス回路１２は構成される。なお、ｎ個の光源１１の各々が正常光源で
ある場合、各バイパス回路１２の状態は、非導通状態になる。
【００４９】
　電圧検出部１３０は、抵抗Ｒｆと、誤差増幅器１３１とを含む。抵抗Ｒｆは、駆動電流
Ｉｆを検出するための電流検出抵抗である。抵抗Ｒｆは、ｎ個の光源１１と電気的に直列
接続される。具体的には、抵抗Ｒｆの一端は、ノードＮｄｂに接続される。抵抗Ｒｆの他
端は、接地される。
【００５０】
　以下においては、抵抗Ｒｆに電流が流れることにより、抵抗Ｒｆに発生する電圧を、「
電圧ＶＲｆ」または「ＶＲｆ」ともいう。前述したように、正常状態Ｓｔｎにおいて当該
ｎ個の光源１１の各々に流れる駆動電流Ｉｆを、「正常時電流Ｉｆｎ」または「Ｉｆｎ」
ともいう。
【００５１】
　なお、本実施の形態では、正常時電流Ｉｆｎの電流値が、抵抗Ｒｆに流れる電流の電流
値と同じまたは同等となるように、各バイパス回路１２の抵抗Ｒａ，Ｒｂの各々の抵抗値
は設定される。そのため、正常状態Ｓｔｎでは、抵抗Ｒｆにおいて、電圧ＶＲｆ＝Ｒｆ×
Ｉｆｎを満たす当該電圧ＶＲｆが発生する。
【００５２】
　誤差増幅器１３１は、オペアンプである。誤差増幅器１３１は、端子Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３
を含む。非反転入力端子である端子Ｔ３には、基準電圧Ｖｒｅｆ（以下、「Ｖｒｅｆ」と
もいう）が供給される。基準電圧Ｖｒｅｆは、一定の電圧値を示す電圧である。正常状態
Ｓｔｎにおいて前述のｎ個の光源１１の各々に正常時電流Ｉｆｎが流れているときにＶＲ
ｆ＝Ｖｒｅｆが成立するように、基準電圧Ｖｒｅｆの電圧値、および、抵抗Ｒｆの抵抗値
は設定される。すなわち、正常状態Ｓｔｎでは、ＶＲｆ＝Ｖｒｅｆが成立する。また、反
転入力端子である端子Ｔ２には、電圧ＶＲｆが供給される。
【００５３】
　誤差増幅器１３１は、電圧ＶＲｆと基準電圧Ｖｒｅｆとの比較結果に応じて、端子Ｔ１
から、電圧Ｖｃｔを出力する。電圧Ｖｃｔは、電圧制御部１４０へ供給される。
【００５４】
　以下においては、誤差増幅器１３１が出力する電圧Ｖｃｔの電圧値を、「電圧値Ｖｃｔ
ｖ」または「Ｖｃｔｖ」ともいう。また、以下においては、正常状態Ｓｔｎにおいて、誤
差増幅器１３１が出力する電圧Ｖｃｔの電圧値Ｖｃｔｖを、「電圧値Ｖｃｔｖｎ」または
「Ｖｃｔｖｎ」ともいう。
【００５５】
　また、以下においては、電圧制御部１４０が発生させる駆動電圧ＶＬの電圧値を、「電
圧値ＶＬｖ」または「ＶＬｖ」ともいう。また、以下においては、正常状態Ｓｔｎにおい
て、電圧制御部１４０が発生させる駆動電圧ＶＬの電圧値ＶＬｖを、「電圧値ＶＬｖｎ」
または「ＶＬｖｎ」ともいう。電圧Ｖｃｔの電圧値が、電圧値Ｖｃｔｖｎである場合、電
圧制御部１４０は、電圧値ＶＬｖｎを示す駆動電圧ＶＬを発生する。
【００５６】
　以下においては、正常状態Ｓｔｎにおいて、電圧制御部１４０が発生する駆動電圧ＶＬ
を、「正常状態電圧」ともいう。正常状態Ｓｔｎでは、正常状態電圧である駆動電圧ＶＬ
の発生に伴い、駆動電流Ｉｆが、正常光源であるｎ個の光源１１に、順次流れる。これに
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より、正常状態Ｓｔｎでは、当該ｎ個の光源１１の各々は正常に発光する。
【００５７】
　以下においては、正常状態電圧の電圧値を、「正常状態電圧値Ｖｉｎｉ」または「Ｖｉ
ｎｉ」ともいう。なお、メモリ４０には、予め、正常状態電圧値Ｖｉｎｉが記憶されてい
る。正常状態電圧値Ｖｉｎｉは、例えば、映像表示装置１０００の生産完了後に、メモリ
４０に記憶される。
【００５８】
　例えば、作業者が、正常状態電圧値Ｖｉｎｉをメモリ４０に記憶させるための操作（以
下、「記憶操作Ｍ」ともいう）を、外部機器５００に対し行ったとする。この場合、外部
機器５００は、記憶操作Ｍに従って、制御部２０に、正常状態電圧値Ｖｉｎｉをメモリ４
０に記憶させる処理を実行させる。
【００５９】
　電圧制御部１４０は、誤差増幅器１３１から供給される電圧Ｖｃｔの電圧値に応じて、
ＶＲｆ＝Ｖｒｅｆが成立するように、駆動電圧ＶＬの電圧値を変化させる。なお、電圧Ｖ
Ｒｆ＝Ｖｒｅｆが成立する場合、抵抗Ｒｆに流れる駆動電流Ｉｆは、Ｉｆ＝Ｖｒｅｆ／Ｒ
ｆを満たす電流である。
【００６０】
　なお、前述したように、基準電圧Ｖｒｅｆは、一定の電圧値を示す電圧である。そのた
め、電圧制御部１４０は、駆動電流Ｉｆの電流値が一定となるように、駆動電圧ＶＬの電
圧値を変化させる。
【００６１】
　以下、例を挙げて説明する。例えば、１個の開放故障光源が存在し、ＶＲｆ＜Ｖｒｅｆ
が成立すると仮定する。この場合、誤差増幅器１３１は、電圧増大処理Ａ１を行う。電圧
増大処理Ａ１では、誤差増幅器１３１は、電圧Ｖｃｔの電圧値（Ｖｃｔｖ）を大きくする
。以下においては、Ｖｃｔｖのｑ（１より大きい実数）倍の電圧値を、「電圧値Ｖｃｔｖ
ｑ」または「Ｖｃｔｖｑ」ともいう。ｑは、例えば、１．１である。
【００６２】
　具体的には、電圧増大処理Ａ１では、誤差増幅器１３１は、例えば、電圧値Ｖｃｔｖｑ
を示す電圧Ｖｃｔを、電圧制御部１４０へ供給する。
【００６３】
　電圧制御部１４０は、電圧Ｖｃｔの電圧値が電圧値Ｖｃｔｖｑである場合、ＶＬｖを増
大させるための電圧増大処理Ａ２を行う。
【００６４】
　具体的には、電圧増大処理Ａ２では、電圧制御部１４０は、例えば、ＶＬｖのｑ倍の電
圧値を示す駆動電圧ＶＬを、ノードＮｄａおよび制御部２０へ供給する。なお、ＶＲｆ＝
Ｖｒｅｆが成立するまで、前述の電圧増大処理Ａ１および電圧増大処理Ａ２は繰り返し行
われる。
【００６５】
　また、例えば、１個の短絡故障光源が存在し、ＶＲｆ＞Ｖｒｅｆが成立すると仮定する
。この場合、誤差増幅器１３１は、電圧減少処理Ｂ１を行う。以下においては、Ｖｃｔｖ
のｗ（０＜ｗ＜１を満たす実数）倍の電圧値を、「電圧値Ｖｃｔｖｗ」または「Ｖｃｔｖ
ｗ」ともいう。ｗは、例えば、０．９である。
【００６６】
　電圧減少処理Ｂ１では、誤差増幅器１３１は、例えば、電圧値Ｖｃｔｖｗを示す電圧Ｖ
ｃｔを、電圧制御部１４０へ供給する。
【００６７】
　電圧制御部１４０は、電圧Ｖｃｔの電圧値が電圧値Ｖｃｔｖｗである場合、ＶＬｖを減
少させるための電圧減少処理Ｂ２を行う。
【００６８】
　具体的には、電圧減少処理Ｂ２では、電圧制御部１４０は、例えば、ＶＬｖのｗ倍の電
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圧値を示す駆動電圧ＶＬを、ノードＮｄａおよび制御部２０へ供給する。なお、ＶＲｆ＝
Ｖｒｅｆが成立するまで、前述の電圧減少処理Ｂ１および電圧減少処理Ｂ２は繰り返し行
われる。
【００６９】
　制御部２０は、ＡＤコンバータの機能を有する。具体的には、制御部２０は、所定時間
経過毎に、アナログ電圧である駆動電圧ＶＬに対し、ＡＤ変換を行う。当該所定時間は、
例えば、０．１秒から５秒の範囲のいずれかの時間である。制御部２０は、駆動電圧ＶＬ
に対し、ＡＤ変換を行うことにより、デジタル信号値である電圧値ＶＬｖを取得する。こ
れにより、制御部２０は、常時、駆動電圧ＶＬの電圧値ＶＬｖを把握している。
【００７０】
　次に、映像表示装置１０００が行う処理（以下、「故障対応処理」ともいう）について
説明する。故障対応処理は、所定時間経過毎に繰り返し行われる。当該所定時間は、例え
ば、１秒から５秒の範囲のいずれかの時間である。図２は、故障対応処理のフローチャー
トである。
【００７１】
　ここで、以下の前提Ｐｒ１を考慮する。前提Ｐｒ１では、映像表示装置１０００の状態
は、正常状態Ｓｔｎである。すなわち、前提Ｐｒ１では、光源部１１０を構成するｎ個の
光源１１の各々が正常光源である。
【００７２】
　以下においては、バイパス回路１２－１に含まれるスイッチＳｗを、「スイッチＳｗ１
」ともいう。また、以下においては、スイッチＳｗ１における前述の電圧ＶＢＥを、「電
圧ＶＢＥ１」または「ＶＢＥ１」ともいう。また、以下においては、光源１１－１に駆動
電流Ｉｆが流れることにより、当該光源１１－１において発生する順方向電圧ＶＦを、「
順方向電圧ＶＦ１」または「ＶＦ１」ともいう。
【００７３】
　次に、前提Ｐｒ１における故障対応処理が行われる直前の、各光源１１および各バイパ
ス回路１２の動作について説明する。一例として、光源１１－１およびバイパス回路１２
－１の動作について説明する。
【００７４】
　正常状態Ｓｔｎにおいて、光源１１－１に駆動電流Ｉｆが流れると、光源１１－１に前
述の順方向電圧ＶＦ１が発生する。前提Ｐｒ１において順方向電圧ＶＦ１が発生したとき
、光源１１－１の順方向電圧ＶＦ１、スイッチＳｗ１の電圧ＶＢＥ１、および、バイパス
回路１２－１に含まれる抵抗Ｒａ，Ｒｂについて、以下の式１の関係が成立する。
【００７５】
【数１】

【００７６】
　式１の関係が成立している場合、スイッチＳｗ１の状態は、非導通状態（カットオフ状
態）になる。そのため、前提Ｐｒ１では、スイッチＳｗ１における、コレクタ－エミッタ
間には、駆動電流Ｉｆは流れない。
【００７７】
　なお、前提Ｐｒ１では、ｋ個のバイパス回路１２のうち、バイパス回路１２－１を除く
各バイパス回路１２に含まれるスイッチＳｗにおける、コレクタ－エミッタ間にも駆動電
流Ｉｆは流れない。したがって、前提Ｐｒ１では、ｎ個の光源１１に、順次、駆動電流Ｉ
ｆが流れる。その後、抵抗Ｒｆに駆動電流Ｉｆが流れる。
【００７８】
　これにより、前提Ｐｒ１では、ＶＲｆ＝Ｖｒｅｆが成立する。そのため、誤差増幅器１
３１は、前述したように、電圧値Ｖｃｔｖｎを示す電圧Ｖｃｔを出力する。したがって、
前提Ｐｒ１では、前述したように、電圧制御部１４０は、電圧値ＶＬｖｎを示す駆動電圧
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ＶＬを発生する。
【００７９】
　次に、前提Ｐｒ１における故障対応処理について説明する。故障対応処理では、まず、
ステップＳ１１０の処理が行われる。
【００８０】
　ステップＳ１１０では、電圧値取得処理が行われる。電圧値取得処理では、制御部２０
が、電圧制御部１４０が発生している駆動電圧ＶＬに対し、ＡＤ変換を行うことにより、
駆動電圧ＶＬの電圧値ＶＬｖを取得する。
【００８１】
　前提Ｐｒ１におけるステップＳ１１０では、制御部２０が、駆動電圧ＶＬに対し、ＡＤ
変換を行うことにより、駆動電圧ＶＬの電圧値ＶＬｖ（ＶＬｖｎ）を取得する。
【００８２】
　ステップＳ１２０では、制御部２０が、詳細は後述するが、開放故障光源が存在するか
否かを判定する。ステップＳ１２０においてＹＥＳならば、処理は後述のステップＳ１４
２へ移行する。一方、ステップＳ１２０においてＮＯならば、処理はステップＳ１３０へ
移行する。前提Ｐｒ１におけるステップＳ１２０では、ＮＯと判定され、処理はステップ
Ｓ１３０へ移行する。
【００８３】
　ステップＳ１３０では、制御部２０が、詳細は後述するが、短絡故障光源が存在するか
否かを判定する。ステップＳ１３０においてＹＥＳならば、処理は後述のステップＳ１４
３へ移行する。一方、ステップＳ１３０においてＮＯならば、処理はステップＳ１４１へ
移行する。前提Ｐｒ１におけるステップＳ１３０では、ＮＯと判定され、処理はステップ
Ｓ１４１へ移行する。
【００８４】
　ステップＳ１２０、Ｓ１３０において、制御部２０は、開放故障光源または短絡故障光
源である故障光源が存在するか否かを判定する。すなわち、制御部２０は、故障判定部で
ある。
【００８５】
　ステップＳ１４１では、外部通知処理Ｎ１が行われる。外部通知処理Ｎ１では、制御部
２０が、正常メッセージを、ネットワークインターフェース３０を介して、外部機器５０
０へ送信する。正常メッセージは、例えば、映像表示装置１０００に故障光源が存在しな
い旨を示すメッセージである。
【００８６】
　外部機器５００は、当該外部機器５００に接続されているディスプレイに正常メッセー
ジを表示させる。これにより、例えば、外部機器５００を操作しているユーザーは、映像
表示装置１０００に故障光源が存在しない旨を知ることができる。
【００８７】
　ステップＳ１５１では、通知処理Ｎ１が行われる。通知処理Ｎ１は、故障光源が存在し
ない旨をユーザーに通知するための正常通知処理を行う処理である。正常通知処理は、例
えば、通知部５０が色光（例えば、緑色光）を射出した状態を維持する処理である。
【００８８】
　通知処理Ｎ１では、例えば、制御部２０が、正常通知処理を行うように、当該通知部５
０を制御する。これにより、通知部５０が色光を射出した状態が維持される。以上により
、前提Ｐｒ１における故障対応処理は終了する。
【００８９】
　次に、以下の前提Ｐｒ２を考慮する。前提Ｐｒ２では、光源部１１０を構成するｎ個の
光源１１において、一例として、１個の開放故障光源が存在する。当該開放故障光源は、
一例として、光源１１－１である。また、前提Ｐｒ２では、ｎ個の光源１１のうち、１個
の開放故障光源以外の光源は、正常光源である。
【００９０】
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　以下においては、開放故障光源に対して並列接続されるバイパス回路１２を、「開放対
応バイパス回路」ともいう。開放故障光源が光源１１－１である場合、開放対応バイパス
回路は、バイパス回路１２－１である。なお、詳細は後述するが、ｎ個の光源１１におい
て、開放故障光源が存在する場合、当該開放故障光源に対して並列接続される開放対応バ
イパス回路の状態は、導通状態になる。
【００９１】
　次に、前提Ｐｒ２における故障対応処理が行われる直前の、各光源１１および各バイパ
ス回路１２の動作について説明する。一例として、光源１１－１およびバイパス回路１２
－１の動作について説明する。
【００９２】
　以下においては、スイッチＳｗ１における前述の電圧ＶＣＥを、「電圧ＶＣＥ１」とも
いう。電圧ＶＣＥ１は、バイパス回路１２－１の順方向電圧である。また、前述したよう
に、光源１１－１の順方向電圧ＶＦを、「順方向電圧ＶＦ１」または「ＶＦ１」ともいう
。
【００９３】
　前提Ｐｒ２では、光源１１－１が開放故障光源である。そのため、バイパス回路１２－
１に含まれる抵抗Ｒａ，Ｒｂにより、当該抵抗Ｒｂに発生する電圧が、当該バイパス回路
１２－１に含まれるスイッチＳｗ１の電圧ＶＢＥ１と等しくなる。そのため、バイパス回
路１２－１に含まれるスイッチＳｗ１の状態は、導通状態になる。すなわち、開放故障光
源（光源１１－１）に対して並列接続されるバイパス回路１２－１の状態は、導通状態に
なる。このとき、スイッチＳｗ１の電圧ＶＣＥ１は、以下の式２で表現される。
【００９４】
【数２】

【００９５】
　以下においては、ＶＢＥ１×（Ｒａ＋Ｒｂ）／Ｒｂ－ＶＦ１の式により算出される電圧
を、「増大電圧Ｖｘ」ともいう。
【００９６】
　なお、開放故障光源が存在する場合、ＶＲｆ＜Ｖｒｅｆであるため、ＶＲｆ＝Ｖｒｅｆ
が成立するまで、前述の電圧増大処理Ａ１および電圧増大処理Ａ２は行われる。これによ
り、前述の抵抗Ｒｆに流れる駆動電流ＩＦは、一定値（Ｖｒｅｆ／Ｒｆ）となる。また、
電圧増大処理Ａ１および電圧増大処理Ａ２が行われることにより、電圧制御部１４０が供
給する駆動電圧ＶＬの電圧値ＶＬｖが増大する。
【００９７】
　具体的には、前提Ｐｒ２における電圧値ＶＬｖは、正常状態Ｓｔｎの電圧値ＶＬｖより
、増大電圧Ｖｘだけ増大する。また、抵抗Ｒａ，Ｒｂにより、開放対応バイパス回路であ
るバイパス回路１２－１の順方向電圧（ＶＣＥ１）は、正常状態Ｓｔｎにおける光源１１
－１（正常光源）の順方向電圧ＶＦ１より大きくなる。
【００９８】
　つまり、開放故障光源が存在する場合、電圧制御部１４０は、導通状態のバイパス回路
１２の順方向電圧を、当該バイパス回路１２に対応づけて設けられる光源１１が仮に正常
光源である状態における当該正常光源の順方向電圧ＶＦより大きくするための駆動電圧Ｖ
Ｌを発生させる。
【００９９】
　なお、前述の増大したＶＬｖを示す駆動電圧ＶＬは、制御部２０へ供給される。
【０１００】
　前提Ｐｒ２における故障対応処理のステップＳ１１０では、制御部２０が、増大した当
該駆動電圧ＶＬに対し、ＡＤ変換を行うことにより、駆動電圧ＶＬの電圧値ＶＬｖを取得
する。
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【０１０１】
　以下においては、前述の正常状態電圧値Ｖｉｎｉに閾値Ｖｔｈ１を加算した値を、「開
放閾値Ｖｔｈｏｐ」または「Ｖｔｈｏｐ」ともいう。開放閾値Ｖｔｈｏｐは、１個以上の
開放故障光源が存在すると判定するための値である。閾値Ｖｔｈ１は、例えば、以下の式
３を満たすように設定される。
【０１０２】
【数３】

【０１０３】
　ＶＬｖがＶｔｈｏｐ以上である場合、制御部２０は、ｎ個の光源１１において、１個以
上の開放故障光源が存在すると判定する。なお、Ｖｔｈ１は、上記に限定されず、検出の
対象となる開放故障光源の数によって、任意の値に設定されてもよい。
【０１０４】
　例えば、１個の開放故障光源が存在する状態において、ＶＲｆ＝Ｖｒｅｆが成立するま
で前述の電圧増大処理Ａ１，Ａ２が行われることにより増大した電圧値ＶＬｖが、閾値Ｖ
ｔｈ１に設定されてもよい。
【０１０５】
　ステップＳ１２０では、制御部２０が、正常状態Ｓｔｎにおいて発生している駆動電圧
ＶＬ（正常状態電圧）を使用して、開放故障光源である故障光源が存在するか否かを判定
する。
【０１０６】
　具体的には、制御部２０は、故障光源が存在している状態において発生している駆動電
圧ＶＬの電圧値ＶＬｖが、開放閾値Ｖｔｈｏｐ以上である場合、開放故障光源が存在する
と判定する。
【０１０７】
　前提Ｐｒ２におけるステップＳ１２０が行われる際、電圧値ＶＬｖが開放閾値Ｖｔｈｏ
ｐ以上である。そのため、制御部２０は、開放故障光源が存在すると判定する。これによ
り、処理はステップＳ１４２へ移行する。
【０１０８】
　ステップＳ１４２では、制御部２０が、外部通知処理Ａ１を行う。外部通知処理Ａ１は
、開放故障光源である故障光源が存在する旨を外部機器５００に通知するための処理であ
る。外部通知処理Ａ１では、例えば、制御部２０が、開放通知メッセージを、ネットワー
クインターフェース３０を介して、外部機器５００へ送信する。開放通知メッセージは、
例えば、映像表示装置１０００に開放故障光源が存在する旨を示すメッセージである。
【０１０９】
　外部機器５００は、当該外部機器５００に接続されているディスプレイに開放通知メッ
セージを表示させる。これにより、例えば、外部機器５００を操作しているユーザーは、
映像表示装置１０００に開放故障光源が存在する旨を知ることができる。
【０１１０】
　ステップＳ１５２では、通知部５０が通知処理Ｂ１を行う。通知処理Ｂ１は、開放故障
光源である故障光源が存在する旨をユーザーに通知するための処理である。以下において
は、通知部５０が、色光を、一定周期で点滅させる処理を、「光点滅処理Ｌ１」ともいう
。通知処理Ｂ１では、例えば、光点滅処理Ｌ１が行われる。
【０１１１】
　光点滅処理Ｌ１は、通知部５０が、例えば、３秒経過毎に、色光を射出する処理である
。なお、ユーザーは、光点滅処理Ｌ１が、開放故障光源が存在する旨を示す処理であるこ
とを予め把握している。
【０１１２】
　通知処理Ｂ１では、例えば、制御部２０が、光点滅処理Ｌ１を行うように、当該通知部
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５０を制御する。これにより、通知部５０が色光を点滅させる光点滅処理Ｌ１を行う。以
上により、前提Ｐｒ２における故障対応処理は終了する。
【０１１３】
　ユーザーは、映像表示装置１０００において光点滅処理Ｌ１が行われることにより、映
像表示装置１０００に開放故障光源が存在する旨を知ることができる。
【０１１４】
　すなわち、前述のステップＳ１２０，Ｓ１４２，Ｓ１５２が行われることにより、開放
故障光源である故障光源が存在する場合、通知部５０は、外部通知処理Ａ１および通知処
理Ｂ１を行う。
【０１１５】
　次に、以下の前提Ｐｒ３を考慮する。前提Ｐｒ３では、光源部１１０を構成するｎ個の
光源１１において、一例として、１個の短絡故障光源が存在する。当該短絡故障光源は、
一例として、光源１１－１である。また、前提Ｐｒ３では、ｎ個の光源１１のうち、１個
の短絡故障光源以外の光源は、正常光源である。
【０１１６】
　次に、前提Ｐｒ３における故障対応処理が行われる直前の、各光源１１および各バイパ
ス回路１２の動作について説明する。一例として、光源１１－１およびバイパス回路１２
－１の動作について説明する。
【０１１７】
　前提Ｐｒ３では、光源１１－１が短絡故障光源である。そのため、バイパス回路１２－
１（スイッチＳｗ１）の状態は、非導通状態を維持する。これにより、光源１１－１の順
方向電圧ＶＦ１は、ほぼ０Ｖとなる。そのため、ＶＲｆ＞Ｖｒｅｆが成立する。
【０１１８】
　この場合、ＶＲｆ＝Ｖｒｅｆが成立するまで、前述の電圧減少処理Ｂ１および電圧減少
処理Ｂ２は行われる。これにより、前述の抵抗Ｒｆに流れる駆動電流ＩＦは、一定値（Ｖ
ｒｅｆ／Ｒｆ）となる。また、電圧減少処理Ｂ１および電圧減少処理Ｂ２が行われること
により、電圧制御部１４０が供給する駆動電圧ＶＬの電圧値ＶＬｖが、ＶＦ１の値だけ減
少する。
【０１１９】
　なお、仮に、光源１１－ｎ以外の各光源１１が短絡故障光源である場合、当該光源１１
において、前提Ｐｒ３における光源１１－１と同様な動作が発生する。
【０１２０】
　なお、前述の減少したＶＬｖを示す駆動電圧ＶＬは、制御部２０へ供給される。
【０１２１】
　前提Ｐｒ３における故障対応処理のステップＳ１１０では、制御部２０が、減少した電
圧値ＶＬｖを示す当該駆動電圧ＶＬに対し、ＡＤ変換を行うことにより、当該減少した電
圧値ＶＬｖを取得する。
【０１２２】
　以下においては、前述の正常状態電圧値Ｖｉｎｉに、閾値Ｖｔｈ２を加算した値を、「
短絡閾値Ｖｔｈｃｓ」または「Ｖｔｈｃｓ」ともいう。閾値Ｖｔｈ２は、１個以上の短絡
故障光源が存在すると判定するための値である。
【０１２３】
　閾値Ｖｔｈ２は、例えば、１個の短絡故障光源が存在する状態において、例えば、ＶＲ
ｆ＝Ｖｒｅｆが成立するまで前述の電圧減少処理Ｂ１，Ｂ２が行われることにより減少し
た電圧値ＶＬｖに設定される。そのため、ＶＬｖがＶｔｈｃｓ以下である場合、制御部２
０は、１個以上の短絡故障光源が存在すると判定する。
【０１２４】
　前提Ｐｒ３におけるステップＳ１２０ではＮＯと判定され、処理はステップＳ１３０へ
移行する。
【０１２５】
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　ステップＳ１３０では、制御部２０が、正常状態Ｓｔｎにおいて発生している駆動電圧
ＶＬ（正常状態電圧）を使用して、短絡故障光源である故障光源が存在するか否かを判定
する。
【０１２６】
　具体的には、制御部２０は、故障光源が存在している状態において発生している駆動電
圧ＶＬの電圧値ＶＬｖが、Ｖｔｈｃｓ以下である場合、短絡故障光源が存在すると判定す
る。
【０１２７】
　前提Ｐｒ３におけるステップＳ１３０が行われる際、電圧値ＶＬｖが短絡閾値Ｖｔｈｃ
ｓ以下である。そのため、制御部２０は、短絡故障光源が存在すると判定する。これによ
り、処理はステップＳ１４３へ移行する。
【０１２８】
　ステップＳ１４３では、制御部２０が、外部通知処理Ａ２を行う。外部通知処理Ａ２は
、短絡故障光源である故障光源が存在する旨を外部機器５００に通知するための処理であ
る。外部通知処理Ａ２では、例えば、制御部２０が、短絡通知メッセージを、ネットワー
クインターフェース３０を介して、外部機器５００へ送信する。短絡通知メッセージは、
例えば、映像表示装置１０００に短絡故障光源が存在する旨を示すメッセージである。
【０１２９】
　外部機器５００は、当該外部機器５００に接続されているディスプレイに短絡通知メッ
セージを表示させる。これにより、例えば、外部機器５００を操作しているユーザーは、
映像表示装置１０００に短絡故障光源が存在する旨を知ることができる。
【０１３０】
　ステップＳ１５３では、通知部５０が通知処理Ｂ２を行う。通知処理Ｂ２は、短絡故障
光源である故障光源が存在する旨をユーザーに通知するための処理である。
【０１３１】
　以下においては、通知部５０が、色光を、一定周期で点滅させる処理を、「光点滅処理
Ｌ２」ともいう。なお、光点滅処理Ｌ２における色光の点滅のパターンは、前述の光点滅
処理Ｌ１における色光の点滅のパターンと異なる。通知処理Ｂ２では、例えば、光点滅処
理Ｌ２が行われる。
【０１３２】
　光点滅処理Ｌ２は、通知部５０が、例えば、１秒経過毎に、色光を射出する処理である
。なお、ユーザーは、光点滅処理Ｌ２が、短絡故障光源が存在する旨を示す処理であるこ
とを予め把握している。
【０１３３】
　通知処理Ｂ２では、例えば、制御部２０が、光点滅処理Ｌ２を行うように、当該通知部
５０を制御する。これにより、通知部５０が色光を点滅させる光点滅処理Ｌ２を行う。以
上により、前提Ｐｒ３における故障対応処理は終了する。
【０１３４】
　ユーザーは、映像表示装置１０００において光点滅処理Ｌ２が行われることにより、映
像表示装置１０００に短絡故障光源が存在する旨を知ることができる。
【０１３５】
　すなわち、前述のステップＳ１３０，Ｓ１４３，Ｓ１５３が行われることにより、短絡
故障光源である故障光源が存在する場合、通知部５０は、外部通知処理Ａ２および通知処
理Ｂ２を行う。
【０１３６】
　なお、仮に、光源１１－ｎ以外の各光源１１が短絡故障光源である場合、当該光源１１
において、前提Ｐｒ３における前述の故障対応処理と同様な処理が行われる。
【０１３７】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、映像表示装置１０００は、直列接続され
ているｎ個の光源１１に対応づけて設けられる故障時駆動部１２０を備える。故障時駆動
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部１２０は、故障光源が存在する場合、ｎ個の光源のうち当該故障光源以外の光源である
正常光源の発光を維持させるように構成される。通知部５０は、故障光源が存在する場合
、当該故障光源が存在する旨を通知するための通知処理を行う。
【０１３８】
　これにより、直列接続された複数の光源１１において故障光源が存在する場合でも、光
源１１の発光を維持させつつ、当該故障光源が存在する旨を通知することができる。
【０１３９】
　また、本実施の形態では、故障光源が存在する場合でも、正常光源の発光を維持させる
ことができる。そのため、故障光源が存在する場合でも、映像表示装置１０００は、光源
部１１０（バックライト１００）が射出する光Ｌｔを使用して映像を表示することを維持
することができる。これにより、以下の状況Ｘの発生を防ぐことができる。
【０１４０】
　状況Ｘは、例えば、映像表示装置が、広告を示す映像（電子広告）を表示できないとい
う状況である。これにより、広告を提供する会社に不利益が生じないようにすることがで
きる。また、状況Ｘは、例えば、映像表示装置が、緊急放送等の重要性の高い映像（コン
テンツ）を表示できないという状況である。そのため、本実施の形態の映像表示装置１０
００は、映像を表示し続けることが求められる装置として、使用されることができる。
【０１４１】
　また、本実施の形態では、開放故障光源が存在する場合、電圧制御部１４０は、電圧値
ＶＬｖを、正常状態Ｓｔｎの電圧値ＶＬｖより、増大電圧Ｖｘだけ増大させる駆動電圧Ｖ
Ｌを発生させる。これにより、開放故障光源が存在する場合でも、光源部１１０（バック
ライト１００）が射出する光Ｌｔの光量が小さくなることを抑制することができる。
【０１４２】
　そのため、光Ｌｔを使用して表示される映像の品質が劣化することを抑制することがで
きる。したがって、映像表示装置１０００が表示している映像が、例えば、広告を示す場
合でも、当該広告のイメージが悪化することを防ぐことができる。
【０１４３】
　また、本実施の形態では、開放故障光源または短絡故障光源である故障光源が存在する
場合、故障光源が存在する旨をユーザーに通知するための通知処理Ｂ１または通知処理Ｂ
２が行われる。
【０１４４】
　これにより、故障光源の修理、故障光源の交換等の実施を、ユーザーに促すことができ
る。そのため、ユーザーは、映像表示装置１０００の表示品位の低下が少ない期間におい
て、故障光源の修理、故障光源の代替品の手配等を行うことができる。したがって、映像
表示装置１０００の表示品位の劣化している期間を短縮することができる。
【０１４５】
　また、本実施の形態では、開放故障光源または短絡故障光源である故障光源が存在する
場合、故障光源が存在する旨を外部機器５００に通知するための外部通知処理Ａ１または
外部通知処理Ａ２が行われる。
【０１４６】
　ここで、外部機器５００が、例えば、映像表示装置１０００が設置されている場所に対
して遠隔地に設置されていると仮定する。この場合、外部機器５００を操作しているユー
ザーは、遠隔地から、開放故障光源または短絡故障光源である故障光源が存在する旨を知
ることができる。
【０１４７】
　なお、前述の関連技術Ａでは、開放故障したＬＥＤが存在する場合でも、保護回路の動
作により、ＬＥＤの点灯を維持させることができる。しかしながら、関連技術Ａの点灯装
置を、映像表示装置のバックライトとして使用した構成において、開放故障したＬＥＤの
個数が増加した場合、映像の輝度、映像の輝度の均一性等が低下する。そのため、映像表
示装置の表示品位が著しく低下して、ユーザーに不快感を与えるという問題がある。
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【０１４８】
　また、従来の映像表示装置が、ユーザーがいる場所から、非常に離れた場所（遠隔地）
に設置されている場合、ユーザーは、当該映像表示装置が映像を正常に表示しているか否
かを確認することができない。そのため、ユーザーが、光源が故障していることを知らな
い状態で、当該映像表示装置は表示品位が劣化した映像を表示し続けることになる。その
ため、ユーザーに対しての、映像の印象が悪くなるという問題がある。
【０１４９】
　また、直列接続された複数の光源を使用する従来の映像表示装置において、短絡故障し
た光源が存在する場合、映像の一部が暗くなり、映像の品質が著しく低下するという問題
がある。
【０１５０】
　そこで、本実施の形態の映像表示装置１０００は上記のように構成される。そのため、
当該映像表示装置１０００は、上記の各問題を解決することができる。
【０１５１】
　＜実施の形態１の変形例１＞
　本実施の形態の変形例１の構成は、複数個の光源１１が、１個のバイパス回路１２に対
応づけて設けられる構成（以下、「変形構成Ａ」ともいう）である。
【０１５２】
　変形構成Ａが適用された映像表示装置１０００は、直列接続されたｎ個の光源１１と、
ｋ個のバイパス回路１２とを含む。なお、光源部１１０は、ｎ個の光源１１から構成され
る。
【０１５３】
　変形構成Ａでは、ｋの値はｎの値より小さい。すなわち、変形構成Ａが適用された映像
表示装置１０００において、光源１１の数は、バイパス回路１２の数より多い。変形構成
Ａでは、各バイパス回路１２は、ｎ個の光源１１のうち、直列接続された、異なるｕ（２
≦ｕ＜ｎを満たす整数）個の光源１１に対して並列接続される。ｕの値は、ｎの値より小
さい。
【０１５４】
　一例として、ｎの値が、ｋの値の２倍の値である状態における変形構成Ａについて、以
下の図３を用いて説明する。
【０１５５】
　図３は、本発明の実施の形態１の変形例１に係る変形構成Ａを説明するための図である
。図３を参照して、変形構成Ａでは、例えば、各バイパス回路１２は、ｎ個の光源１１の
うち、直列接続された、異なる２個の光源１１に対して並列接続される。
【０１５６】
　なお、各バイパス回路１２に対して並列接続される光源１１の個数は、３以上であって
もよい。
【０１５７】
　以上の変形構成Ａにより、バイパス回路１２の数を、実施の形態１の構成におけるバイ
パス回路１２の数より少なくすることができる。すなわち、変形構成Ａにより、部品（バ
イパス回路１２）の数の削減が実現できる。そのため、映像表示装置１０００の低コスト
化を実現できる。
【０１５８】
　（機能ブロック図）
　以下においては、映像表示装置１０００の有する機能のうち、本発明に関わる主要な機
能を示す当該映像表示装置１０００を、「映像表示装置ＢＬ１０」ともいう。映像表示装
置ＢＬ１０は、映像表示装置１０００における特徴的な機能構成のみを示す。
【０１５９】
　図４は、特徴的な機能構成を示す映像表示装置ＢＬ１０のブロック図である。映像表示
装置ＢＬ１０は、機能的には、光源部ＢＬ１と、故障時駆動部ＢＬ２と、故障判定部ＢＬ
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３と、通知部ＢＬ４とを備える。
【０１６０】
　光源部ＢＬ１は、映像を表示するために使用される光を射出する。光源部ＢＬ１は、光
源部１１０に相当する。また、光源部ＢＬ１は、電流が供給されることにより発光するｎ
（２以上の整数）個の光源から構成される。当該ｎ個の光源は、直列接続されている。
【０１６１】
　故障時駆動部ＢＬ２は、当該ｎ個の光源に対応づけて設けられる。故障時駆動部ＢＬ２
は、故障時駆動部１２０に相当する。故障判定部ＢＬ３は、当該ｎ個の光源において故障
光源が存在するか否かを判定する。故障判定部ＢＬ３は、制御部２０に相当する。また、
故障時駆動部ＢＬ２は、故障光源が存在する場合、当該ｎ個の光源のうち当該故障光源以
外の光源である正常光源の発光を維持させるように構成される。
【０１６２】
　通知部ＢＬ４は、故障光源が存在する場合、当該故障光源が存在する旨を通知するため
の通知処理を行う。通知部ＢＬ４は、通知部５０に相当する。
【０１６３】
　（その他の変形例）
　以上、本発明に係る映像表示装置について、実施の形態に基づいて説明したが、本発明
は、当該実施の形態に限定されるものではない。本発明の主旨を逸脱しない範囲内で、当
業者が思いつく変形を実施の形態に施したものも、本発明に含まれる。つまり、本発明は
、その発明の範囲内において、実施の形態、実施の形態の変形例を自由に組み合わせたり
、実施の形態、実施の形態の変形例を適宜、変形、省略することが可能である。
【０１６４】
　本発明に係る映像表示装置１０００は、図１で示される全ての構成要素を含まなくても
よい。すなわち、映像表示装置１０００は、本発明の効果を実現できる最小限の構成要素
のみを含めばよい。例えば、映像表示装置１０００は、ネットワークインターフェース３
０を備えない構成としてもよい。当該構成では、制御部２０が、ネットワークインターフ
ェース３０の機能を有する。
【０１６５】
　また、映像表示装置１０００に含まれる、故障判定部として動作する制御部２０の機能
は、処理回路により実現されてもよい。すなわち、映像表示装置１０００は、処理回路を
備える。当該処理回路は、直列接続されているｎ個の光源において故障光源が存在するか
否かを判定するための回路である。
【０１６６】
　処理回路は、専用のハードウェアであってよい。また、処理回路は、メモリに格納され
るプログラムを実行するプロセッサであってもよい。当該プロセッサは、例えば、ＣＰＵ
（Central Processing Unit）、中央処理装置、演算装置、マイクロプロセッサ、マイク
ロコンピュータ、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）等である。
【０１６７】
　以下においては、処理回路が専用のハードウェアである構成を、「構成Ｃｓ１」ともい
う。また、以下においては、処理回路が、プロセッサである構成を、「構成Ｃｓ２」とも
いう。また、以下においては、故障判定部として動作する制御部２０の機能を、ハードウ
ェアとソフトウェアとの組み合わせにより実現する構成を、「構成Ｃｓ３」ともいう。
【０１６８】
　構成Ｃｓ１では、処理回路は、例えば、単一回路、複合回路、プログラム化されたプロ
セッサ、並列プログラム化されたプロセッサ、ＡＳＩＣ（Application Specific Integra
ted Circuit）、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）、またはこれらを組み合わ
せたものが該当する。制御部２０の機能は、１つの処理回路で実現されてもよい。
【０１６９】
　なお、映像表示装置１０００に含まれる各構成要素の全てまたは一部を、ハードウェア
で示した構成は、例えば、以下のようになる。以下においては、映像表示装置１０００に
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含まれる各構成要素の全てまたは一部を、ハードウェアで示した映像表示装置を、「映像
表示装置ｈｄ１０」ともいう。
【０１７０】
　図５は、映像表示装置ｈｄ１０のハードウェア構成図である。図５を参照して、番組録
画再生装置ｈｄ１０は、プロセッサｈｄ１と、メモリｈｄ２とを備える。メモリｈｄ２は
、例えば、ＲＡＭ（Random Access Memory）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、フラッシュ
メモリ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ等の、不揮発性または揮発性の半導体メモリである。
また、例えば、メモリｈｄ２は、磁気ディスク、フレキシブルディスク、光ディスク、コ
ンパクトディスク、ミニディスク、ＤＶＤ等である。
【０１７１】
　構成Ｃｓ２では、処理回路は、プロセッサｈｄ１である。構成Ｃｓ２では、制御部２０
の機能は、ソフトウェア、ファームウェア、またはソフトウェアとファームウェアとの組
み合わせにより実現される。ソフトウェアまたはファームウェアは、プログラムとして記
述され、メモリｈｄ２に格納される。
【０１７２】
　また、構成Ｃｓ２では、処理回路（プロセッサｈｄ１）が、メモリｈｄ２に記憶された
プログラムを読み出して、当該プログラムを実行することにより、制御部２０の各々の機
能は実現される。すなわち、メモリｈｄ２は、以下のプログラムを格納する。
【０１７３】
　当該プログラムは、直列接続されているｎ個の光源において故障光源が存在するか否か
を判定するステップを、処理回路（プロセッサｈｄ１）に実行させるためのプログラムで
ある。
【０１７４】
　また、当該プログラムは、制御部２０が行う処理の手順、当該処理を実行する方法等を
コンピュータに実行させるものでもある。
【０１７５】
　構成Ｃｓ３では、制御部２０の一部の機能は、専用のハードウェアで実現される。また
、構成Ｃｓ３では、制御部２０の別の一部の機能は、ソフトウェアまたはファームウェア
で実現される。
【０１７６】
　例えば、制御部２０の一部の機能は、処理回路がメモリに格納されたプログラムを読み
出して実行することによって実現される。また、例えば、制御部２０の別の一部の機能は
、専用のハードウェアとしての処理回路で実現される。
【０１７７】
　以上の構成Ｃｓ１、構成Ｃｓ２および構成Ｃｓ３のように、処理回路は、ハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの組み合わせによって、上述の各機能を
実現することができる。
【０１７８】
　また、本発明は、映像表示装置１０００が備える特徴的な構成部の動作をステップとす
る故障対応方法として実現してもよい。また、本発明は、そのような故障対応方法に含ま
れる各ステップをコンピュータに実行させるプログラムとして実現してもよい。また、本
発明は、そのようなプログラムを格納するコンピュータ読み取り可能な記録媒体として実
現されてもよい。また、当該プログラムは、インターネット等の伝送媒体を介して配信さ
れてもよい。
【０１７９】
　また、本発明に係る故障対応方法は、例えば、図２の故障対応処理に相当する。
【０１８０】
　上記実施の形態で用いた全ての数値は、本発明を具体的に説明するための一例の数値で
ある。すなわち、本発明は、上記実施の形態で用いた各数値に制限されない。
【０１８１】
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　なお、本発明は、その発明の範囲内において、実施の形態、実施の形態の変形例を自由
に組み合わせたり、実施の形態、実施の形態の変形例を適宜、変形、省略することが可能
である。
【０１８２】
　例えば、通知部５０は、光源に限定されず、故障光源が存在する旨をユーザーに通知す
る機能を有する別の構成要素であってもよい。例えば、通知部５０が、スピーカーである
構成としてもよい。当該構成では、図２の通知処理Ｂ１，Ｂ２の各々では、通知部５０が
、故障光源が存在する旨をユーザーに通知するための音声を出力する。
【０１８３】
　また、例えば、通知部５０が、映像表示装置１０００の映像表示部とは別に設けられる
小型ディスプレイである構成としてもよい。当該構成では、図２の通知処理Ｂ１，Ｂ２の
各々では、通知部５０が、故障光源が存在する旨をユーザーに通知するためのメッセージ
を表示する。当該メッセージは、例えば、前述の開放通知メッセージ、または、前述の短
絡通知メッセージである。
【０１８４】
　また、例えば、バイパス回路１２は、図１の構成に限定されず、ツェナーダイオードな
ど用いた回路で構成されてもよい。
【０１８５】
　また、例えば、スイッチＳｗは、バイポーラトランジスタに限定されず、他の形態のス
イッチであってもよい。スイッチＳｗは、例えば、ＭＯＳＦＥＴ（Metal-Oxide-Semicond
uctor Field-Effect Transistor）であってもよい。
【０１８６】
　また、例えば、映像表示装置１０００に含まれるネットワークインターフェース３０は
、シリアル通信インターフェースに置き換えられてもよい。
【符号の説明】
【０１８７】
　１１，１１－１，１１－ｎ　光源、１２，１２－１，１２－ｋ　バイパス回路、２０　
制御部、５０，ＢＬ４　通知部、１００　バックライト、１１０，ＢＬ１　光源部、１２
０，ＢＬ２　故障時駆動部、１４０　電圧制御部、１０００，ＢＬ１０，ｈｄ１０　映像
表示装置。
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